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最寄り鳥わ 末書野田(像
F新鋼魚可ハ駒u目 4t
散笛レてきまし千1。32は
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今年の4月末にオー7・ンしたばか(りの踊腐兼
T谷 51れoぃ公園Jです。広、ぅだ生が

｀
広っヾり、

ユニークなデザインの瀬め合がぁって、子ども
たちのなび勤 響ヾ、)ていました。もち3ん、社
夫くんもた城勲だι・した。  (MAPの (cD

市申信己念公園の管理事務所の展望台からは、
J晰雀繊短Ёの車両左目の高さで見られますよ。
野喝 やテニスコートが6り、ほかにもしの
ようなアスレ千 /゙7基 具も結1って、1ました。

(MAPのC))

大規模な再開驀バ真っ最中の特 鶴tり谷駅」
の周辺。なかずも費武野田線と平行t/R伸び

3蹂 熙謙通り」(シンボル7°ロムナード
｀
)沿つには

すぞ|(E大なショ、yヒ°ンクЦセンターマ複合商

業力乞言受べ揃ってtlました。  (MAP凝 ⊃)

ここ|よらヤ怖1にこ念公囮」で≒札Xリロ|ミ|まSL

やフ°ロバラ循作櫂卜の屡示も。Lユび杜夫(ん

バ夢中になったのは燿豊用電気自動葺く100円)。
パトカーや消防束など7まサイレンが`嶋3のでヽ

ますます|よιゃ |ヽでtlました。 (MAPの(⊃)

交
通
の
中
心
地
と
し
て

発
展
す
る
新
鎌
ケ
谷

美
し
く
整
備
さ
れ
た
新
鎌
ケ
谷
駅
の
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー

（北
街
区
）
。正
面
に
建
つ
の
は
、カ
ル
チ
ャ
ー
、
ア
ミ
ュ
ー

ズ
な
ど
の
複
含
商
業
施
設

「
ア
ク
ロ
ス
モ
ー
ル
新
鎌
ケ

谷
」
で
す
。
そ
れ
で
も
ま
だ
ま
だ
開
発
途
上
。
美
し
い
街

並
み
を
目
指
し
た
景
観
の
取
り
組
み
や
、
歩
行
者
優
先
の

シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
整
備
し
て
、
複
合
的
な
交
通

拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
駅
前
空
間
づ
く
り
が
進
め
ら
ね
て
い

ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
こ
の
春
に
は

「新
鎌
ケ
谷
ふ

れ
あ
い
公
園
」
が
開
園
。
駅
前
で
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の

び
と
遊
び
、
地
域
の
人
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
に
憩
う
新
鎌
ケ

谷
駅
前
が
着
々
と
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

新
し
い
公
園
が
造
ら
れ
る

一
方
で
、
新
鎌
ケ
谷
駅
周
辺

に
は
も
と
も
と
緑
豊
か
な
公
園
が
あ
り
、
地
元
の
人
た
ち

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
が
、
「市
制
記
念
公
園
」
。
園
内
に
入
る
と

ホ
ン
モ
ノ
の
蒸
気
機
関
車
が
永
久
停
車
し
て
い
ま
す
。
そ

の
横
に
は
近
く
の
海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
プ
ロ
ペ
ラ
飛
行
機
。
こ
れ
ら
を
日
む
周
回
路
に
は
、

子
ど
も
た
ち
が
ミ
ニ
サ
イ
ズ
の
電
気
自
動
車
に
乗
っ
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
樹
林
の
中
の
小
道
を
た
ど
っ
て
い
く
と

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
。
そ
の
奥
の
野
球
場
を
日
む
周
回
路

も
散
策
が
楽
し
め
る
サ
ク
ラ
並
木
で
す
。

さ
ら
に
、
市
制
記
念
公
園
の
奥
に
は
幹
線
道
路
の
下
を

潜
る
通
路
が
あ
り
、
そ
の
向
こ
う
側
に
進
む
と
、
鎌
ケ
谷

市
内
最
大
級
の
広
さ
を
も
つ

「粟
野
の
森
」
に
出
ま
す
。

ま
だ
整
備
さ
れ
て
な
く
、
森
の
中
に
勝
手
に
入
り
込
む
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
森
を
横
断
す
る
未
舗
装
の
小
道
は

通
行
可
。
季
節
の
草
花
や
虫
、
野
鳥
の
鳴
き
声
を
味
わ
い

な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
散
策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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%兼ケ谷t市多IP土資7斗合議にも、もょっとtも

寄ってみました。1曰石驀神時夜から戦国時終ま

贅l難躙 髪f螺 :5
ボ凝rTRされてい■した。   (MAPo())

」曇鯨慰く、野il靴馳
馬蒻わと行う方を設でノ|金ヽ五牧のうち碓―

現在すう総込だつです。 (MAPの ◎)
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出孝す。こなから公園ヒして整備され5らしく、
ヤには＼れよこんφヾtズ栞の中の/1、道二茎タ

くだけで`し森本代ジヽ■秦しめよιた。(MAP00

こもら|よ蹟柄山公軋 。り71レな馬の程 手つ

群彬女が`ありました。
'工

戸時在に軍事用lt方欠

牧さ薇て、|たI馬(1野馬)と表IFEしたもつた
い
とう

です。公園の名前は、公園の西積||の合クセ上Iミあ

SE大 な中沢貝厖懸こ由史してヽ 1ま丸 (MAPの ④ )

員
柄
曲
公
園
に
眠
る

北
総
台
地
の
歴
史

鎌
ケ
谷
の
歴
史
を
じ
っ
く
り
学
ぶ
に
は
、
郷
土
の
史
料

や
蔵
書
が
揃
う
市
立
図
書
館
本
館
。
隣
接
す
る

「鎌
ケ
谷

市
郷
土
資
料
館
」
で
は
、
旧
石
器
時
代
に
始
ま
っ
て
、
鉄

道
が
敷
か
れ
て
近
代
化
し
て
い
く
現
代
ま
で
の
長
い
長
い

歴
史
を
、
パ
ネ
ル
や
展
示
物
で
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

「員

柄
山
公
園
」
は
、
縄
文
時
代
の
員
塚
が
広
が
っ
て
い
た
こ

と
に
由
来
す
る
名
前
。
水
鳥
が
遊
ぶ
池
に
は
噴
水
が
涼
し

げ
。
池
に
沿
っ
た
並
木
道
や
芝
生
の
広
場
、
６
月
に
は
ア

ジ
サ
イ
が
見
頃
に
な
り
ま
す
。

公
園
の

一
角
に
、
馬
の
親
子
像
が
立
っ
て
い
ま
す
。
江

戸
時
代
、
幕
府
は
軍
用
馬
の
飼
育
の
た
め
に
、
い
く
つ
も

の
牧
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
鎌
ケ
谷

付
近
に
あ
っ
た
小
金
中
野
牧
。
こ
の
中
で
野
馬
が
放
し
飼

い
に
さ
ね
て
い
た
の
で
す
。
牧
の
周
囲
に
は
、
馬
が
外
に

出
る
こ
と
を
防
ぐ
土
手
が
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
土
手
日
い
の
中
へ
野
馬
を
追
い
込
む

「捕
込
」
の
跡
が
、

員
柄
山
公
園
の
そ
ば
に
国
指
定
史
跡

「下
総
小
金
中
野
牧

跡
」
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
坂
神
社
に
も
立
ち
寄
っ
て
み
ま
し
た
。
境
内
に
整
然

と
立
ち
並
ぶ
庚
申
塔
群
は
、
古
く
は
江
戸
上
冗
禄
の
時
代
、

新
し
く
は
平
成
の
も
の
ま
で
あ
り
、
素
朴
な
民
間
信
仰
が

現
代
に
も
続
い
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

鎌
ケ
谷
で
新
し
い
歴
史
を
刻
み
始
め
て
い
る
の
が
、
プ

ロ
野
球

。
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
フ
ァ
ー
ム

の
拠
点

「
フ
ア
イ
タ
ー
ズ
タ
ウ
ン
鎌
ケ
谷
」
で
す
。
梨
畑

が
広
が
る
南
部
地
区
に
天
然
芝
の
ス
タ
ジ
ア
ム
が
そ
び

え
、室
内
練
習
場
や
選
手
の
寮
も
完
備
。
イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー

グ
の
公
式
戦
が
あ
る
日
は
、
新
鎌
ケ
谷
駅
か
ら
直
行
バ
ス

が
出
て
い
ま
す
。



1駅前からノヾスに東兵
「77イタース`タウン嫌 ヶ塔、へ。

マスコ、ントのカビLくんがコ塁ぇてくれました。

月ヽ学生以下はX場無料!lょかの球場とは反対
lて、ホ́ム4-へのた後席が二`墓和|ヒtlうの
にも驚きホした。

① 77イタ~ヌリウン嫌 ケ谷♪
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新鎌ケ谷データファィル
(市制記念公園〉・・●交通=東武野田線新鎌ケ谷駅徒歩15分

●開園時間=9:00～ 17100(7/1～ 8/31は～19:00)

●休日=年中無体 ●入園料=無料 *児 童用電気自動車は
100円 ⑤管理事務所●0474450285
(鎌ケ谷市郷土資料館〉・。●交通=新鎌ケ谷駅徒歩15分 ●
開館時間=9:00～ 17:00 ●休館日二月曜・祝日(月曜の

場合は翌日も)、年末年始(12/28～1/4)● 入館料=無料
③●0474451030
(周助1琲〉・・●交通=新鎌ケ谷駅徒歩15分 ●営業時間
=11:00～ 19:00(ランチは11:00～14:00)● 定休
日=水曜 *キ ーマカレー850円、コーヒー400円～ ⑤8
047-752-9410

〈ファイターズタウン鎌ケ谷〉・。●交通=イースタン・リーグ公式
戦開催の上・日'祝日のみバス運行(11:10と12:10の2便。
スタジアム発は試合状況により変更)100円 (小学生6年まで無
料)● 開場時間=平日は試合開始1時間前、土。日・祝日は

試合開始1時間半前 ●入場料金=大人1000円(小学生6年
まで無料)③ 00474465586
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才甫込のをばにあフた

ケ谷
れあ、〕公園


